
タバコは有害なのに“売れる商品”です。前回紹介したように、コンビニの売り上げの２６％も占めて

いるのですから、タバコなしでは経営が苦しくなるかもしれません。日本たばこ協会の発表によると昨

年（平成２５年度）１年間の全国の販売本数は１９６９億本だったそうです。１箱２０本だとすると約１００

億箱です。これを３６５日で割って１日当たりにすると、毎日約２７００万箱も売れている訳です 

さて、上の写真はオーストラリアのタバコです。タバコは売れない方が良い事は世界の常識なので、

オーストラリアでは、タバコの銘柄に関係なく、「タバコは有害」である警告画像が入ったこのデザイン

でなければ販売できません。しかも一箱１０００円以上もします。 

一方、左下の図は日本のタバコのデザインの決まりで、実物は右下の写真のとおりです。しかも一

箱４１０円です。一見して「タバコは有害」だとはとても思えません。タバコは“売れる商品”だから、これ

で良いのでしょうか。 

世界の潮流から見れば、「日本は国自体が、タバコに依存している」と思われていないでしょうか。 
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